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◆羅臼町教育委員会(山﨑守教育長)様のご理解とご協力の下で、今回弊社が行った実証授業の報告会を開催させて

いただきました。また、実証授業の報告だけでなく、新しい教科書の多くで取り入れられる QR コードについて

も説明させていただきました。 

◆今回、このような貴重な機会を与えてくださった羅臼町教育委員会様ならびにご参加してくださった羅臼町立羅

臼小学校様と羅臼町立春松小学校様に心より感謝申し上げます。報告会の概要は以下の通りとなっています。 

実証授業プロジェクト報告会の概要 

【場所】 

羅臼町立羅臼小学校 多目的ホール 

【日時】 

2019 年 4月 25日(木)午後 4時 00分～4時 50分 

【参加者】 

羅臼小学校、春松小学校教職員：合計26名 

羅臼町教育委員会：教育長、教育指導主幹、課長、係長 

【内容】 

・新学習モデル実証授業報告 

・ICT 活用の授業の教育的効果について 

・令和２年度からの新教科書の ICT活用のポイントについて ※QRコードの活用できる環境整備について 

 

新しい教科書の多くに QR コードが取り入れられます！ 
◆来年度から全面実施される学習指導要領に基づく新しい教科書の多くに QR コードが取り入れられます。 

現在の教科書でも一部取り入れられていますが、新しい教科書では、より一層その活用範囲が広がっています。特に、

小学校でも実施される英語の教科書では、

QR コードさえ読み取れれば「いつでも、ど

こでも、誰でもが」ネイティブの英語を聞く

ことができます。つまり、ネットにつながる

環境があれば、英語の教科書をもとにした英

語の家庭学習も可能となるわけです。学校と

家庭とのつながりを意識した「学び」が成立

しやすくなります。 

 

◆こうしたことを、現在、各教科書会社がホー

ムページ上にアップしているサイトを使用

しながら説明させていただきました。新教科

書を用いて説明したことで参加された多くの先生方の興味・関心を惹いたように感じます。いよいよ来年に迫ってきた

新学習指導要領の全面実施、それに対する準備が各学校では急務ですから、一番関心のあるところだったかもしれませ

ん。弊社としましては、このあたりをもっと丁寧に、しかも参加された全ての先生方が体験できるようにした方が、よ

り有意義な報告会になったのではないかと思いました。弊社の課題です。 

 

子供一人一台の携帯端末による環境整備は教育的効果が高い！ 
◆今回の報告会の中では、実証授業におけるタブレット一人１台導入の教育的効果の発表に関して、うなずいている方々

を多く見ることができました。やはり、参加者の皆様方にとっても、ICT 機器を導入することで本当に教育的効果が上

がるのだろうか、と半信半疑の方もいらっしゃったのではないかと思います。今まで通りの黒板やチョークがあれば大

丈夫と思われていた方でも、ICT 機器導入が今まで以上に効果があるということを理解していただけたのではないでし

ょうか。 

 

羅臼町様への実証授業プロジェクト報告会を 

開催させていただきました！ 
 



◆ただ、ICT 導入の環境整備ステップの話など、現場に立つ先生方にはピンと

来ないような話もあり、弊社の説明の工夫等が必要であったと思います。ま

た、教育委員会様や現場に立つ先生方のニーズは様々であり、それらのニー

ズにこたえるような報告会・研修会を組み立てることの大切さを教訓として

学ぶことができました。また、山﨑教育長様からは、もっと体験にこだわっ

た方がよいという貴重なアドバイスをいただきました。今回の報告会をもと

に、より各教育委員会様や学校現場に立つ先生方をサポートしていけるよう

にしていきたいと考えています。 

 

先生方をサポートするカスタマイズ型の研修会を開催できます 
◆現在、弊社では各教育委員会様や現場に立つ先生方をサポートするために、ICT を活用した授業等の情報提供や研修会

等を計画・準備しております。例えば、報告

会の反省を踏まえ、できるだけ体験型の研修

会になるように、または各教育委員会様や学

校様のニーズに沿える形での研修会になるよ

うに、カスタマイズ型の研修会をご用意して

います。ICT を活用した授業に関する１７講

座とプログラミング教育に関する６講座か

ら、それぞれのお客様のニーズや時間に合わ

せて講座を組み立て、少しでもお役に立てる

研修会になることを目指しています。 

 

◆また、民間企業ならではの研修会になるよう

に、ICT 機器や携帯端末等を実際に触れ、体

験できるような研修会になるように計画して

おります。教育委員会様の中では、どのよう

な ICT 機器を導入したらよいかなどでお困

りのところもあると聞いております。そうし

た教育委員会様も事前に、実際に実物に触れ

てみることで、少しでも機器選定や ICT 機器導入のお手伝いをしたいと思いますので、どうぞお気軽にご相談いただけ

ればと思います。 

 

プログラミング教育に対応した研修講座も準備しています！ 
◆新学習指導要領(小学校)の目玉の一つは、プ

ログラミング教育の導入です。これは将来

のプログラマーを育てることを目指してい

るのではなく、論理的思考力であるプログ

ラミング的思考力を育てることを目指して

導入されるものです。現在の小学校の多く

では、道徳や英語への対応で大変な時期に

あると思います。そうした中でのプログラ

ミング教育の導入ですから、中には後回し

になっているという学校様もあるというこ

とを聞いております。 

 

◆そこで、弊社ではプログラミング教育に関 

する研修講座も計画し、学校現場をサポー

トできるようにしていきます。そのポイン

トは、前述の研修会と同様に民間の企業だ

からこそできる内容で組み立てた研修会を開催することです。例えば、シム内蔵の携帯端末を持っていただき、新しい

教科書に掲載されているプログラミング教材を実際に体験してもらうことであったり、ロボット型教材のプログラミン

グを立てさせたりして実際に動かしてみる体験をしてもらうことです。多くの実物教材に触れることは、現場の先生方

の授業づくりをサポートできるものと考えています。 


